要旨見本(昨年例)


1.　　演題目


　（1神戸大･院･自然、2神戸大･農） ○神戸太郎1、六甲花子2
1. 目的　脂肪組織はエネルギーバランスの調節やサイトカインの分泌などを介し、人をはじめとする動物の生命維持に深く関与している。しかし、脂肪の蓄積量が過剰になると肥満となり、さらにはそれが糖尿や循環器系疾患を引き起こす可能性があり好ましくない。本研究では、食品因子による肥満抑制を目的とし、茶カテキンが脂肪細胞の分化と増殖を抑えるかどうかについて検討した。
2. 方法　Wistar系雄性ラット（3週齢）に3週間緑茶を自由摂取させた後、脂肪組織重量や血漿中脂質などを測定し、茶の肥満抑制効果を検討した。次に3T3-L1細胞を用いた系で、カテキン類の脂肪細胞の分化および増殖に対する抑制作用を調べた。
3. 結果　緑茶の摂取によりラットの細胞組織重量が低下し、血漿中の遊離脂肪酸とコレステロール量の減少も認められた。このことから緑茶には肥満抑制効果が期待できると判断した。また、その際の体重、摂食量、摂水量および他の臓器重量には変化がなかった。そこで3T3-L1細胞系で分化に対する作用を検討した。エピガロカテキン（EGC）、カテキンガレート（CG）、エピカテキンガレートおよびエピガロカテキンガレートは低濃度で脂肪細胞への分化を抑制した。なかでもEGC とCGの効果は強く、その抑制機構は、PPARやC/EBPなどの転写因子の発現を抑制することによることが明らかとなった。一方、本研究で用いたカテキン類は、高濃度でないと細胞増殖の抑制や細胞毒性を起こさなかった。以上のことより、茶カテキンは脂肪細胞の分化を制御することにより肥満を抑制する可能性があると考えた。
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